
 

 

 

 

 
 
 
 
 

  冷たい北風が吹くようになり、冬がやってきたと感じるようになりました。空気の乾燥のせいか、 

お茶を飲む量が夏とあまり変わっていないようで、青井保育園の子どもたちは水分補給をする習慣が 

身についているようです。 
 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 1 2 月１日 

社会福祉法人からしだね  

足立区立青井保育園  

＜おせち料理に込められた願い＞ 

  おせちは、漢字では「御節」と書きます。「節」とは神様をお祭りする日のことです。一年の始まり 

であるお正月は、しあわせや豊作をもたらす「歳神様」を各家庭で迎える行事として、鏡餅やお雑煮、 

おせち料理を用意し、大切に祝われてきました。 

  おせち料理はもともと、神様にお供えしたものを、後から家族でいただくものでした。神様と食事 

を共にすることで、福を招き災いを打ち払うと考えられていたためです。様々な願いや意味が込めら 

れた料理を食べながら、家族の一年のしあわせを願いましょう。 

＜なぜお正月におせちを食べるのでしょうか？？＞ 

  お正月には、すべての家に同じだけの幸せがやってくるそうです。その幸せがお家にとどまって 

くれるまで 3 日ほどかかるのですが、その幸せは「流れる」ものと一緒に流れてしまうという弱点 

があります。お家の中の流れるものとは、「水」を意味し、幸せをとどめておくために水をできる 

だけ使わないようにするという考えがありました。この事から、水をたくさん使う「料理」をでき 

るだけしないですむように、日持ちをする料理をふたの付いた重箱に入れたおせち料理を食べると 

いう習慣が根付いたそうです。 

 

＜それぞれの料理にも込められた願いがあります＞ 

黒豆 

その年の邪気をはらって、まめにくらせるように。 

たたきごぼう 

  豊年と息災を願って。 

数の子 

  子孫繁栄や子宝に恵まれますように。 

田作り 

  五穀豊穣を願って。 

栗きんとん 

  金運を呼ぶ縁起物として。 

昆布巻き 

  「よろこぶ」の言葉にかけた縁起物として。 

えび 

  長寿を願って。 

  

＜お重の段にも意味があります＞ 

 一の重：祝い肴（お酒の肴になるもの） 

 二の重：口取り（甘味の料理） 

 三の重：焼きもの（海の幸を焼いたもの） 

 与の重：煮物（野菜などの山の幸） 

 ※縁起が悪いので‘四’ではなく‘与’ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ トマト坦々ヌードル － 
 

＜材料・４人分＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作り方＞ 

① にんにく、しょうが、長ねぎはみじん切り、にらは小口切りにする。 

② 鍋にごま油をしき、にんにく、しょうがを弱火で炒める。 

③ ②に豚ひき肉を加えて、ぽろぽろするまでよく炒める。 

④ ③にホールトマトをつぶしながら加える。 

⑤ ④にだし汁を加えて、ひと煮立ちさせる。 

⑥ ⑤にすりごま以外の調味料を入れて、味を調える。 

⑦ 中華麺はたっぷりのお湯で茹でる。 

⑧ ⑥に①のにらと長ねぎ、すりごまを加えひと煮立ちさせる。 

⑨ 丼ぶりに⑦の麺を盛り、⑧をかける。 
  

 
  

文責：栄養士   

１２月５日（火）は「ドイツ料理」を堪能します!! 

テーブルロール   ボイルウインナー 

ジャーマンポテト  ジュリアンヌスープ 

果物 

＜おやつ＞   

シュトーレン風ケーキ 

 

 

 

ごま油 

にんにく 

しょうが 

豚肉 

長ねぎ 

にら 

ホールトマト(缶) 

だし汁 

酒 

 

大さじ 1/2 杯 

ひとかけ 

ひとかけ 

200g 

70g 

60g 

200g 

１ℓ 

大さじ 1 杯 

砂糖 

しょうゆ 

みそ 

トウバンジャン 

塩 

ねりごま 

すりごま(白) 

生中華麺 

  小さじ1 杯 

小さじ 2 杯 

小さじ２杯 

小さじ 1 杯 

小さじ 1/2 杯 

大さじ２杯 

小さじ 2 杯 

４玉 

中華麺の代わりに、 

そうめんやうどんでも 

おいしいです。 

また、春雨に代える 

とスープになります。 


